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４人で協演する出演者（右から長谷川眞弓、今田香織、小玉晃、森口綾子）

The Classic Lovers Concert 

４
つ
の
個
性
が

  

ひ
と
つ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

４人の出演者に惜しみない拍手を送る参加者

 

10
月
27
日
、
西
宮
プ
レ
ラ
ホ
ー
ル

で
、
共
催
企
画
「
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
シ

リ
ー
ズV

o
l
.
2

　

T
h
e
 
C
l
a
s
s
i
c
 
L
o
v
e
r
s
 

C
o
n
c
e
r
t
 

君
こ
そ
わ
が
憩
い
～D

u
 
b
i
s
t
 

d
i
e
 
R
u
h

～
」
を
開
催
。
ソ
プ
ラ
ノ
の
長

谷
川
眞
弓
さ
ん
、
バ
リ
ト
ン
の
小
玉
晃
さ

ん
、
ピ
ア
ノ
の
森
口
綾
子
さ
ん
、
マ
リ
ン

バ
の
今
田
香
織
さ
ん
が
協
演
し
、
医
師
・

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
ら
２
１
７
人
が
参

加
し
た
。

　

本
企
画
は
、
子
ど
も
た
ち
に
小
学
校
の

授
業
で
詩
と
音
楽
の
手
作
り
コ
ン
サ
ー

ト
を
贈
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
Ｓ

Ｆ
Ｃ
Ｃ
（S

o
n
g
s
 
f
o
r
 
C
h
i
l
d
r
e
n
 
i
n
 

C
l
a
s
s
r
o
o
m

）
実
行
委
員
会
」
と
の
共
催

で
開
催
。
実
行
委
員
を
務
め
る
長
谷
川
眞

弓
さ
ん
は
「
阪
神
淡
路
大
震
災
15
年
の
つ

ど
い
」
で
追
悼
の
歌
を
歌
う
な
ど
、
西
宮
・

芦
屋
支
部
の
行
事
に
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
、
本
企
画
は
支
部
長
の
大
森
公
一
先
生

が
実
行
委
員
長
を
務
め
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
、
シ
ュ
ー
マ
ン
な
ど
の
ほ
か
、

  　　   会員忘年会のご案内　　

　　日時 ：12月29日 ( 水 )  18時～

　　会場 ：『木曽路』西宮店　Tel:0798-33-1150

　　　　　 　※阪神西宮駅から北東へ徒歩 5分
               JR 西宮駅から西へ徒歩 10 分

　　定員 ： 
 30 人 先着順・事前申込制

           　※会費は当日徴収いたします。

 お問い合わせは　事務局 岡林・山田・伊藤まで

　Tel:078-393-1817 ／ Fax:078-393-1802 ／ Mail:yamada-t@doc-net.or.jp

英語で診療 Medical English #28

【日　時】　12月10日 ( 金 ) 14時～ 15時半

【会　場】　西宮医療会館１階会議室

【テーマ】　医療英会話　基礎 ２回シリーズ　その１
　受付の段階で大切な質問内容と質問の仕方、問診票、医療（健康）保険証の有無、自費診

療、海外旅行保険の場合の対処、院内処方と院外処方の時の説明、丁寧な表現方法、及び受

付または薬剤師と患者さんの対話などを取り上げます。医師と患者さんのユニークなスキッ

トもご紹介します。

【講　師】　Com Language School

　　　　　　　 Mr. Robert Conroy
【司　会】　西宮市・ビューハイツクリニック

　　　　　　　 坂尾  福光　先生

「
星
に
願
い
を
」
「
と
ほ
く
ゆ
く
雁
」
な
ど

の
日
本
の
曲
も
披
露
。
ピ
ア
ノ
独
奏
曲
、

マ
リ
ン
バ
独
奏
曲
や
、
４
人
同
時
の
協
演

曲
な
ど
多
彩
な
音
楽
が
披
露
さ
れ
、
参
加

者
は
出
演
者
ら
に
惜
し
み
な
い
拍
手
を

送
っ
た
。

　

本
企
画
に
は
西
宮
・
芦
屋
地
域
の
医

師
・
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
協
会
の
理
事

や
、
レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
、
製
薬
メ
ー
カ
ー

の
社
員
、
、
障
害
者
施
設
の
職
員
、
地
域

の
市
民
団
体
の
方
な
ど
、
多
方
面
か
ら
の

参
加
が
あ
り
、
西
宮
・
芦
屋
支
部
の
活
動

を
内
外
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ソ
プ
ラ
ノ
、
バ
リ
ト

ン
、
ピ
ア
ノ
、
マ
リ
ン
バ
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
あ
る
演
奏
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
ひ
と

つ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
も
同
時
に
楽
し
ん
だ
素

敵
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
」
「
笑
い
あ
り

感
動
あ
り
の
多
彩
な
楽
曲
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
22
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
６
人
が
参
加

し
た
。

【
予
定
・
企
画
】

①
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズV

o
l
.
2

「T
h
e
 

C
l
a
s
s
i
c
 
L
o
v
e
r
s
 
C
o
n
c
e
r
t

」
（
10
・
27
）

②
第
８
回
胸
部
Ｘ
‐
Ｐ
読
影
会
（
10
・
29
）

③
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

（
11
・
６
）

④
第
25
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
13
）

⑤
厚
生
労
働
省
職
員
と
の
懇
談
会
（
11
・

13
）

⑥
英
語
で
診
療
＃
28(

12
・
10
）

⑦
第
26
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
３
・
12
）

⑧
第
25
回
漢
方
研
究
会

⑨
新
規
開
業
医
交
流
会

⑩
西
宮
・
芦
屋
支
部
設
立
30
周
年
企
画

世
話
人
会
だ
よ
り

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

参加者の持ち寄ったカルテについて

　　　　　　　　　　　アドバイスする原先生（中央）

第
８
回
胸
部
Ｘ
ー
Ｐ
読
影
会

 
 

10
月
29
日
、
西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー

で
、
第
８
回
胸
部
Ｘ-

Ｐ
読
影
会
を
開
催
。
原

秀
樹
先
生
（
尼
崎
市
・
は
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
橋
野
盛
彦
先
生
（
西
宮
市
・

橋
野
医
院
）
が
司
会
を
務
め
、
医
師
・
放
射
線

技
師
ら
14
人
が
参
加
し
た
。
参
加
し
た
森
博
雄

先
生
（
西
宮
市
・
森
医
院
）
か
ら
の
感
想
文
を

掲
載
す
る
。

 

11
月
６
日
、
西
宮
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
に
て
、
西
宮
市
母
親
大
会
連
絡
会(

市

内
の
労
組
婦
人
部
や
婦
人
団
体
な
ど
10
団
体
が

加
盟
す
る
組
織)

が
「
健
康
と
医
療
に
つ
い
て

語
り
合
う
会
」
を
開
催
。
「
認
知
症
を
知
ろ
う
―

地
域
で
ど
う
支
え
る
か
―
」
を
テ
ー
マ
に
土
山

雅
人
先
生
（
西
宮
市
・
つ
ち
や
ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
が
講
師
を
担
当
し
、
市
民
ら
30
人
が
参
加

し
た
。

健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

分
か
り
や
す
い
講
演
と

　
　
　
　
　
体
験
談
に
感
銘

　

土
山
先
生
は
、
認
知
症
の
定
義
と
区
別
す
べ

き
病
態
、
「
も
の
忘
れ
」
の
認
知
症
に
よ
る
も
の

と
加
齢
に
よ
る
も
の
と
の
違
い
、
徘
徊
は
記
憶

認知症について

　講演する土山先生

認知症
講演会い

つ
で
も
遭
遇
し
そ
う
な
症
例

　
　
　
見
逃
さ
な
い
た
め
に

　

今
回
の
読
影
会
で
は
、
広
川
先
生
が
次
の
よ

う
な
症
例
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

力
や
判
断
力
の
低
下
や
居
場
所
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
で
生
じ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
、
認

知
症
治
療
は
薬
物
・
非
薬
物
療
法
や
適
切
な
ケ

ア
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
こ
そ
中
核
症
状
が
治
療

で
き
る
こ
と
、
認
知
症
家
族
へ
の
支
援
と
し
て

相
談
窓
口
や
情
報
提
供
の
必
要
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
。

　

ま
た
認
知
症
の
人
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
、

①
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
、
②
相
手
の
視
野
に

入
っ
て
か
ら
声
か
け
す
る
、
③
本
人
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
話
す
、
④
話
は
簡
潔
に
し
て
一
つ

ず
つ
す
す
め
る
、
⑤
理
解
を
助
け
る
道
具
や
物

を
使
っ
て
伝
え
る
、
⑥
心
が
動
く
よ
う
な
働
き

か
け
、
⑦
馴
染
み
の
あ
る
場
を
整
え
て
見
や
す

く
す
る
、
⑧
危
険
を
回
避
し
な
が
ら
見
守
る
な

ど
を
、
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｄ
（
日
本
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

研
究
会
）
の
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
話
題
提
供
と
し
て
、
認
知
症
の
患
者

会
で
あ
る｢

さ
く
ら
会｣

の
会
員
二
人
か
ら
、

夫
の
認
知
症
を
受
容
す
る
ま
で
の
経
緯
や
、
社

会
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
つ
つ
家
族
介
護
に
あ

た
っ
て
い
る
経
験
を
述
べ
ら
れ
た
。

 

主
催
者
の
鈴
鹿
さ
ん
は
、
「
分
か
り
や
す
い
講

演
と
体
験
談
に
感
銘
し
た
。
参
加
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
他
の
病
気
の
こ
と
も
含
め

て
今
後
も
語
り
合
う
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

土山先生のお話に熱心に聞き入る参加者

　

１
．
右
胸
水
の
症
例
を
呈
示
。
肝
機
能
等
も

悪
化
な
し
。
外
来
に
て
利
尿
剤
を
使
用
し
治
療

さ
れ
た
症
例
。

　

２
．
心
不
全
の
症
例
を
呈
示
。
入
院
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
し
た
が
患
者
さ
ん
の
都
合
で
入
院

さ
れ
ず
低
栄
養
も
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

３.

呼
吸
困
難
の
あ
る
気
管
支
炎
で
、
外
来

に
て　

タ
ッ
ピ
ン
グ
等 

を
行
い
喀
痰
排
泄
を
行

い
改
善
を
認
め
た
症
例
。

　

ま
た
、
森
下
先
生
か
ら
３
症
例
、
司
会
の
橋

野
先
生
か
ら
３
例
の
肺
気
腫
症
例
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

原
先
生
は
肺
癌
が
発
見
さ
れ
た
症
例
の
約
１

年
前
の
写
真
を
呈
示
さ
れ
、
こ
こ
に
肺
癌
が
あ

る
と
言
う
と
少
し
変
か
な
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
写
真
だ
け
を
見
る
と
肋
骨
の
軟
骨
部
分
と
の

重
な
り
に
も
見
え
る
症
例
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
い
つ
で
も
遭
遇
し
そ
う
な
症
例
で

う
っ
か
り
す
る
と
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
り
、
悪

化
さ
せ
て
し
ま
う
様
な
症
例
や
、
家
庭
の
事
情

な
ど
で
こ
ち
ら
の
思
う
よ
う
に
動
い
て
い
た
だ

け
な
い
症
例
を
い
か
に
外
来
で
対
応
す
る
か
等
、

い
つ
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
巧
妙
な
司
会
の
橋
野
先
生
と
的
確
な

指
摘
を
し
て
い
た
だ
く
原
先
生
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

【
西
宮
市
・
森
医
院　

森　

博
雄
】


